
日華 の都市鴫 食塩 きわめで急速に変容しつつある｡人口都市集中,とく均 東京地域への集
I

中特あまbVこも顕著である｡武蔵野台地の都市化鴫 既に東京都の範囲をこえT,埼玉県南部へ急

速糾申びている｡下播台均 相模原台地をどの台地の都市化 もまち きわめて急速である｡欧米のiL

都市ではあまb鎖薯でない沖積地の都市化も急速に発展 L, と(VC,川崎市や埼玉県南東部で大規

模を都市化が進んでいる｡ .

以上のように,洪棟台地と沖積低地の都市化鴫 都市化の普通の形態として見ることがで奉るが

J.:最近の大きな僻散としち 丘陵地の都市化が考えられる｡ もちろん 第､2次大戦前から 丘陵地や

山地山麓部においても都市化が見られた｡-この瞬向qjT･とくに阪坤地域で頗琴であった｡ しかL,

現在で卓も 阪神地域はもとよb,東京地域においても丘陵地の大規模な都市的開発が進められてい

る｡そのうち とくに有名をのは東京急行田騰都市線沿線の ｢多摩田園都市J開発である｡同じ東

京急行沿線の開発略 戦前の田圃粥布地区の開発があるカ～ 今回の鴫 大規模を地形の改変を伴う

という点に大きな特赦が見られる｡

千里ニューヂクンをはじ吟 現在関野･･計画中の多摩田園都市･多摩 ニュー8ウン･研究学園都

市･泉北--T3ウシ･高蔵寺ニユー4ウンなどは,蹄発する地形条鴨 都心よかの拒鞄 開発の

規鞠 都市祭親などにかい'T,戦前のものとは大き･･(異なっている｡

,これは欧米先進国が比較的最近経験 した巨大を都市化に似ているカi 日本のように高人口密度で

平遇地が相対的に乏しく, J異なった文化遺産をもつ国においT,これからどのような都市化を進め

るべきか&,われわ軒は考えてみる必要があろう｡

☆ 具 山 久 子

就任以来机の場所は変っても,決して出ることのなかった第2研究竜%,最近遂に離れて,勿体

な(も渡辺先生と同竜に机を置(ことになbました｡目下のところは第 1研究垂と第2研究竜の両

棲勧物のよう夜あんばいですOこれは大学院がこの5月から発足しT,学生が2人入学Llその机

の置場所が必要になったこと, また昨秋から渡辺先生が文教育学部轟に在られたので 秘事 (教務

補佐員 )という毎日で本年卒業の高田和横言んが研究垂勤療にをられたためち 第2研究篭がややI

OverpopulatiぐnKなったからです｡本の貸出し､プリント作D,資料の塵喝 電鞄 掃
除etc大いに手伝って頂いて研究竜 もにぎやかにをbました占研究竜に籍を置き乍ら研究にあせ

D熱心でをいというのはせことに申琴の夜いことですLl いろいろ体制のととのゥたところT,教
/

室の事務やその他の雑用の合間Vq 少しずつでも勉強をつづけなければと息9ています｡
～

不惑の年をどといわれる40才にいつの間にかなゥでしま巧 健康診断で血圧を測られて改めて
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年よDであることを意畿しています.ただ私はどうも友人等に歓べ･.L楕ネ陣 令が若 く(つ憧b幼稚)

不惑どころか有感だらけめこのごろです. 母親であb,･また妻であb乍ら仕事をもっているという

の鴫 勿論経済のためばかDで蛙をV>のですが,仕事をもつ必然性と,家族と(に子供に強いる犠

牲を天秤にかけたとき,.ふと迷ってしまうのです｡娘はそれぞれ小学4年と2年にを少, あまb問

題をく育ってか9,所謂手は離れているのですカも 精神的には却って母親を必要としているように

思えます｡育児に も教育にも最 も必要なのは栽または教育者の忍耐心である藩で+. にもかかわら

ず子供と壊する時間があまDにも姪いために, 燕9す ぎ欲張bすぎてついヒステ∵リ｢をかこしてし

凄う｡そういう心の余裕のなさが反映しはしないカ) 其剣に考えることがあbますO仕事をもつこ

とに壮勿論よろこび も意義 も見出していますけれど,･出処進遇 自分の意志-つとをると却って迷

ってしまうものです｡

昨年か ら柄にもな(菊作Dをは じめました｡幸田先生が 〝菊作Dも子供を育てるの も要領は同じ
I

お盆位の花が咲 く〟とのお言葉を添えて,苗をわざわざ持って来て下さらえのがはじまDでも 馴

れぬ手つきで芽をさした9,肥料をやったD, 哀た留守の間に暴風雨になぅたbすると,叶わぬ乍

ら案じたbするのQi, 育児と全(同 じですカ与 もの云わめ植物にはヒステZ)-をかこすとともなく

そこだけは大違いと思っていたらケーキ皿位の花しか咲かず,またまた考えさせられてしまいまし

た｡

今年の夏は子供をつれて磐梯山麓に行く予定oまた8月末に太平洋学術会議が閑かTtますのて

シンポジュームだけでも出席しT,国際会議の雰囲気を味わいたいと思っていますO

☆ 駒 崎､セ ツ 子

本学捺井先生の研究垂に助手として動物 今年は5年日になbますO仕事の大部分は松井免生の

那須野盆地研究の統計等に関する雑用です｡他に浅海先生の下で土壌の粒度分析･粘土鉱物の示差

熱分析等を行なっています｡さらに2年生の地図等演習で鴫 地形図を利用しての各種計測等につ

いて式先生の御手伝いをしていますo

個人的を仕事として畦, ｢立川段丘面における熊東ローム層の厚さの場所による遠い｣について

纏めているところです. この他 1/ 5万地形図の統図･地形計測等によっT, 日本の山頂平担面

について調べています｡勤めがあやますのTq hずれも,三余 (冬 乾 陰雨)に非ず-余をもっ

てするとと晩 仲々はかど9ません
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